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あじさい薬局でよくある質問
今回は薬局の窓口で利用者さんからよくある質問をまとめてみました。
今後の参考にしていただければ幸です。また、普段疑問に思っていること、わからないこ
となどありましたら、お気軽に声をお掛け下さい。

Ｑ とても疲れやすいので、元気になるのなら栄養ドリンク剤を試してみたいの
ですが？

栄養ドリンクといっても主にはビタミンＢ類の補給剤と考えた方がいいです。カフェＡ
インなどの興奮成分や砂糖やブドウ糖による血糖値上昇作用により、一時的に元気に
なった感じはしますが、栄養ドリンク剤だけを毎日飲んでいても体力は付きません。
基本的にはバランスのとれた食事と適度な睡眠、それとちょっとした運動が体力増強
の一番の近道です。食事や運動、睡眠に気を付けていてもだるさが取れない、食欲が
ないなどの症状が続くときには医師に相談してください。思わぬ病気が隠れているか
もしれません。

Ｑ 温湿布と冷湿布の使い分けは？

冷湿布は主に急性疾患で、赤く腫れて熱を持ち痛みがある状態の時に使います。特にＡ
打撲やねんざなどの初期（最初の５～７日間）に使うのが有効です。温湿布は主に慢
性の症状で肩こりや腰痛、関節痛など筋肉がこわばって、動かすと痛みがある状態の
時に用います。
湿布で冷やす方が良いか、温める方が良いかは使用する方の好みに応じて使われてい

、 。 、る場合が多く はっきりとした基準はありません 上に書いた事を参考にしながらも
現在使用している湿布で症状が楽になっている場合には、あえて湿布を変える必要は
ありません。

Ｑ 「お薬手帳」を持つメリットは？

１．副作用予防Ａ
同じくすりで起きるアレルギー、２度目は１度目より強くでると言われています。副
作用の出た薬の名前を記録しておいて、医療機関にかかる時には必ず伝えるようにし
ましょう。
２．飲み合わせチェック
形や名前が違っても、同じ効果の薬はたくさんあります。お薬同士が、相手の薬の効
き方を変えたりします。貼り薬や目薬でもあります。専門家による、飲み合わせチェ
ックを受けましょう。
まだお薬手帳をお持ちでない方は、お気軽に職員に声をかけてください。

～ ～～ ～サプリメントアドバイスサプリメントアドバイス ～～今回はビタミンＤ

カルシウムの吸収に関わるビタミンです。その他副甲状腺ホルモンやインスリンなどのホ
ルモン分泌の調節や、免疫調節作用にも関わるビタミンです。
日光浴をすることによって皮膚で合成されますが、不足する場合は食事から取る必要があ

。 、 。 、ります 干し椎茸や 卵黄に多く含まれています 油と一緒に取ると吸収が良くなるので
揚げ物や油炒めがおすすめです。
取りすぎると副作用のあるビタミンなので、取りすぎにも気をつけましょう。




